
）

・研究ニーズ（重要性・緊急性）

・道が取り組む必要性

・関係機関等との連携・役割分担

・これまでの研究成果・知見、外部機関の知見等の活用の考え方

○研究目的

○研究内容（研究目的及び研究内容の適切性）
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Ａ Ｂ Ｃ
Ａ Ｂ Ｃ

(別記第２号様式)

機 関 名 北海道立衛生研究所
研究責任者 清水俊一

試験

課題担当者

研究担当者 池田徹也

1,550

研究課題名
細菌感染症検査技術向上に関する研究—ウェルシュ菌、腸管出血性大腸
菌、カンピロバクター検査における効率的検査法の構築—

年度～研究期間

○直近の研究課題評価における総合評価意見及びそれに対する取り組み状況 直近の研究課題評価結果

カンピロバクター、腸管出血性大腸菌、ウェルシュ菌等について、当所保存の菌株や保健所等から得られた検体等を使用して検査方法の問題
点・改善点等を把握する。それに基づき、新たな培地を用いた培養法、リアルタイムPCRの利用方法、効率的な毒素産生試験方法等の検討を行
い、これらの菌の検査方法を構築する。また、構築した検査方法について保存菌株による検証を行い検査標準作業書を作成し、検査担当者の研
修会等を利用して伝達普及する。

道内保健所・食肉衛生検査所に導入可能で、細菌性食中毒・感染症発生時の原因菌特定や食品衛生管理にも利用可能な、迅速・効率的な検
査法を構築することを目的とする。

なし

検査法の構築[H25]

現場での実際の利用に基づく改
善点の検討[H26]

研
　
　
究
　
　
の
　
　
概
　
　
要

（直近評価時点における変更点）

○今後の対応

【個別評価】

当初予定していた3菌種の他に、黄色ブドウ球菌やEscherichia albertii についても検査法の検討を行った。また、ビブリオ属菌、セレウス菌、サル
モネラ属菌についても知見を集積した。

○研究背景

今回検討された検査法の一部は、保健所で実施する食中毒検査や食肉衛生検査所で行うカンピロバクター検査において既に実施されている。
発生した腸管出血性大腸菌等の特徴を把握し、特徴に応じた確認方法を随時保健所等へ提供し、日常の検査業務で活用されている。

○成果の活用策（成果の活用の可能性）

新たに開発された分離同定方法や各種リアルタイムPCRについて評価・検討し、迅速・効率的な検査方法の構築を行い、道内保健所・食肉衛生
検査所へ普及させることが望まれている。

平成

【意　見】

カンピロバクター、下痢原性大腸菌（腸管出血性大腸菌を含む）、黄色ブドウ球菌用のmultiplex qPCRは、継続的に保健所・食肉衛
生検査所で利用されており、検査の簡便化・正確性の向上などに寄与することができた。更には、学会発表を受けて、道外の保健所
から問い合わせ（検査方法に関する情報提供と陽性対照の分与）があるなど他機関からも注目されている。道内で発生した腸管出
血性大腸菌等の特徴を正確に把握し、随時保健所等の検査現場へ提供し、日常の検査業務に寄与している。

○年次別目標とそれに対応する実績及び研究成果（目標の達成度）

年度中間評価

(a)極めて高い、適切である。  (b)高い、適切である。 　 (c)低い、改善の余地がある。

○研究に係る資源配分の妥当性（研究資源配分の妥当性）

保健所等の要望に応じて、multiplex qPCRのプライ
マーなどの変更を行った。

(A)優れている。　　　　　　　(B)良好、適切である。　　(C)やや劣っている。見直しが必要。　

成
果
の
活
用
策

【

学会や論文による発表を進めていく。また、各保健所・食肉検査所等からの質問や要望等に答え、検査法に関する情報提供などを実施していく
予定。今後、道内で発生した腸管出血性大腸菌やサルモネラ属菌等についての情報を、ホームページ上で公表していく予定である。

】

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

研
　
　
究
　
　
の
　
　
成
　
　
果

研究費は主に、試薬・器具など消耗品の購入及び、保健所・食肉衛生検査所への旅費に使用した。特に、旅費の配分を多くしたが、これにより、
現場における検査法の問題点や、新しい検査法の改善点などを共有できたことから、適正な額であったと考えられる。

a a

研究目標に対する実績等
（事後評価時点）

なし

なし

研究区分 研究

】

【自己評価】 【説　明】

【総合評価】

【

本研究は、カンピロバクター、下痢原性大腸菌（腸管出血性大腸菌を含む）の病原菌のほか、黄色ブドウ球菌用の
multiplex qPCRを開発し、検査の簡便化・正確性の向上などに寄与することができるほか、すでに保健所・食肉検査所
において活用し、迅速かつ勘弁になるなど、一定の研究成果が得られている。

24分析

課題番号 衛研一般２３０６

共同研究期間
（協力機関）

人6

調査

道内各保健所、食肉衛生検査所

現状の検査法の問題点の検証、
リアルタイムPCRの利用方法、
培地の検証、培養方法の検討
[H24]

「本研究は、新たな検査法の開発によりこれまでの問題解決に繋げている。また、黄色ブドウ球菌についても検査
法の見直しにより、今後、一定の研究成果は、見込まれる。」との意見に従って研究を進め、新たな検査法につい
て各種学会で発表した。

保健所等に検査法を周知し、関連試薬の配備などを実施し
た。

カンピロバクター属菌、黄色ブドウ球菌エンテロトキシン、下
痢原性大腸菌などのmuliplex qPCRを開発し、下痢原性大腸
菌と誤同定されやすいE. albertii の分離培養法を確立した。
発生した腸管出血性大腸菌等の特徴を把握し、それに応じ
た確認方法の提供を随時実施した（毎年）。

平成２７年度　事後評価調書

【総合評価】

カンピロバクター属菌については道衛研所報62号、ビブリオ属菌については同所報63号、セレウス菌については同所報64号、ウェルシュ菌及び
腸管出血性大腸菌については同所報65号、黄色ブドウ球菌については第34回日本食品微生物学会学術総会、E. albertii については第157回日
本獣医学会学術集会でそれぞれ発表し、下痢原性大腸菌用については第36回日本食品微生物学会学術総会で発表予定である。また、毎年開
催されている食中毒研修会では当該検査法の実習等を行い、所内研究発表会においても成果公表を行った。

年度

（一財
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【自己評価】

○研究開始後の事情変更の有無及び対応の状況（状況変化への対応の適切性）

これまで行ってきた病原細菌の汚染実態調査の結果や、食中毒等発生時の検査対応方法から得られた知見を活用する。

全体所要額
（千円）

主な目標（項目）[年次]
（事前評価時点）

ａ・ｂ・ｃ

道内保健所の整備機器を把握し、それを有効活用する検査法開発は北海道が行うものと考える。迅速・効率的な検査法に見直すことは、道民の
健康・日本の食糧基地としての信頼性に寄与する。

各保健所等と連携して、食中毒・感染症発生時に菌株・検体を入手する。また、国立感染症研究所、国立医薬品食品衛生研究所等から情報
を収集する。

成果の活用の可能性　研究目的及び内容の達成度


